
博士後期課程・ファイナンス論

2019 年 4月入学入試より適用

対象科目：博士後期課程 ファイナンス論

【出題範囲・大項目】

・資産価格理論、ポートフォリオ選択理論：基礎概念、一期間モデル、デリバティブ価格。

・金融市場の理論的基礎：情報効率性、裁定取引、資源配分効率性、社会的厚生、マーケ

ット・マイクロストラクチャー、異時点間均衡モデル。

・銀行、金融仲介と金融危機：流動性創出と銀行取り付け、モニタリングとその委託。

・コーポレート・ファイナンス：最適資本構成、株主還元(ペイアウト)政策。
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